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日本ＩＢＭ科学賞、４人決まる 
優れた業績の若手研究者に贈られる今年の「日本ＩＢＭ科学賞」に、４分野の４人が決定した。 
コンピューターサイエンス分野には、体内時計に関連する遺伝子の働きを大規模に統計的に解析
した上田泰己理化学研究所プロジェクトリーダー（３４）が、エレクトロニクス分野には、柔軟
な電子回路の有機トランジスタ研究をリードする染谷隆夫東京大教授（４１）が選ばれた。  
物質の内部構造を調べる計算手法を開発した福島孝治東京大准教授（４０）が物理分野で、磁気の
性質を持つ化合物を作り、電磁波吸収材料などへの応用を可能にした大越慎一東京大教授（４４）
が化学分野で選ばれた。


